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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　７月３日の豪雨により人吉・球磨地区は甚大な被害を受けました。７月11日
に旧多良木高校に伺いました。時間の経過とともに小さな避難所から多くの人
が受付の順番を待ち、人で溢れている状態でした。支援活動をされていた地
元の聞き取り調査を行い、各避難所で不足している物資を確認し、翌日は人
吉の避難拠点施設となっている人吉スポーツパレスに人吉・球磨の会員方と
集合し、各避難所のアセスメント聴取、支援物資のニーズ調査を実施しまし
た。各避難所を回る際に被災された先生方と話をしましたが、あまりの惨状に
かける言葉が見つからないほどでした。道が寸断されて調査に入れない避難
所もあり、雨の状況次第では避難所を移動しなければいけないところもありま
す。新型コロナウイルス感染症の問題もあります。今回の熊本豪雨災害に被
災された会員の皆様の一刻も早い復旧をお祈りいたします。　　　　（Ｍ．Ｎ）

表紙に寄せて

事業課からのご案内

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「3000万円」の
保障が無診査で加入OK

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元

其の
1

其の
２
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事業の継続、そして発展へ

理事　高水間 奨

　今期より学術委員会を担当させて頂いております、荒尾市開業の馬場一英と申します。

　会員の先生方には平素より学術講演事業に御協力を頂き感謝しております。

　新型コロナウイルスによる感染拡大は、私たちの生活スタイルを急激に変えようとしてい

ます。オフィスワーカーのリモートワークを一気に加速し、ＩＣＴの活用がいよいよ本格化

されつつあり、様々な業種においてその営業形態の変更を余儀なくされ、ソーシャルディス

タンス確保の為家族や親しい方との関わり方さえ変化させようとしています。直近のパンデ

ミックである100年前のスペイン風邪の例を鑑み、これからは決して消滅することのないこ

の新型ウイルスと上手に付き合う ｢withコロナ｣ の行動様式を築いていかなければなりま

せん。いわゆる ｢三密｣ の状況を完全に回避するのが困難な私たちの日常業務においても行

動変容が迫られていますが、遠隔診療でそのすべてを完遂することは当然不可能であり、ダ

イレクトコンタクトの診療形態は今後も不変であるはずです。もう一度基本中の基本に立返

り、更なるスタンダードプリコーション（標準感染予防策）を徹底するのはもちろんの事

ですが、患者毎のフルＰＰＥ（個人防護具）の交換装備や、厳密な来院者のトリアージは

現実的に難しい側面があります。新たなウイルスの特性についての正確な情報を常に収集し

つつ、最適な対応を模索しながら、患者さん、スタッフ、私たち自身を守っていく必要があ

ります。一方でマスコミ各方面より散々感染リスクが高く危険な業種、職業であると、半ば

バッシングのように名指しされながらも、今現在歯科医院においての術者、患者間感染は報

告されていないので、従来からの歯科において行われてきた感染管理は一定に評価されうる

ものとも考えられます。

　学術委員会におきましては、日々発信される膨大なる情報の中から、会員の皆様に科学的

に正確でかつ有用な情報を提供すべく日々努めております。

　また、委員会事業において講演形式の研修事業の開催が困難となっておりますが、この機

会にeラーニングの推進を図っていきたいと思っております。既存の日歯Ｅシステムの教材

コンテンツには過去の日歯の会誌に掲載された文献をキーワードで検索可能でありますし、

ライブラリーや、生涯研修セミナーの動画を年度ごとに閲覧できます。同時に日歯の推進す

るwebex meetingsを使用した、各種Web講演会及び会議の開催を計画しております。会合

を企画するのが難しい昨今、こちらについてもお気軽にお尋ねください。

　この度の豪雨災害によりお亡くなりになられた方々に対しまして心より哀悼の誠を捧げると

共に、被災されました方々にお見舞い申し上げます。

　私は、地域保健の中で、産業歯科健診、早産予防事業、歯と口の健康週間事業、笑顔ヘルCキャ

ンペーン等を担当しています。

　会員の皆様には、日頃より各種健診事業におきましてご協力賜り、感謝申し上げます。

　地域保健委員会で委員として４年、理事を拝命し１年が過ぎました。正直、理事になって初

めて各事業の背景や流れを知りました。例えば、イベント開催は、多くの団体代表者と何回か

の打合せが行われていること、後期高齢者歯科健診事業は、熊本県では１年に１度、毎年受診

できますが、他県では、後期高齢者となった時の１回のみであることなどです。

　委員時代のように指示されたことだけをやるのではなく、理事となり、意識を変え行動を変え、

事業を継続・発展できるように頑張る所存です。

　さて今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、歯と口の健康週間事業は中止と

なりました。歯科受診を控えるような風潮のなか、県民の皆様への歯科健診・歯科の重要性の

啓発イベントが開催できなかったことは、非常に残念です。開催できていれば、新型コロナウ

イルス感染症に対する歯科の重要性も、合わせてお伝えできたのではないかと思います。

　 「口腔の健康は全身の健康にもつながることから、生涯を通じた歯科健診の充実、入院患者

や要介護者に対する口腔機能管理の推進など歯科保健医療の充実に取り組む」と骨太の方針に

謳われていますが、働く世代には学校歯科健診のような義務化された歯科健診はなく、歯周病

健診（40・50・60・70歳）や保険組合による歯科健診といった任意で受診するものがあるだけで、

歯科健診を受ける機会はほとんどありません。

　昨年度から、健康保険組合連合会熊本連合会の歯科健診が開始されました。今年度、熊本県

国保ヘルスアップ支援事業が、モデル事業として２地区で始まる予定です。これは、市町村国

民健康保険者が実施する特定健診（集団健診）の機会に、歯科健診を実施し、県民の方々に自

らの歯・口腔の健康状態を知る機会を設けることを目的とした事業です。特定健診は、各市町

村で行われているため、歯科健診の受診率向上になり、さらに歯科受診に繋がっていくことが

期待されます。

　今後とも、会員の皆様のご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

　最後に、新型コロナウイルス感染症の収束と、１日も早い被災地の復旧・復興をお祈り申し

上げます。
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特 集

　このたび、令和２年７月豪雨により被害を受けられた皆様に、心よりお見舞い申し上げ
るとともに、犠牲になられた方々とご遺族の皆様に対し、謹んでお悔やみを申し上げます。
一日も早い被災地の復興を心よりお祈り申し上げます。

八　　　代 床上浸水（天井まで） １件

水俣・芦北 床上浸水 ４件

人　吉　市

床上浸水（天井まで） ３件

床上浸水 ６件

コンプレッサー被災 ３件

＜会員診療所被災状況（７月21日現在）＞

７月３日（金） 九州・中部地方を中心に集中豪雨が発生

７月４日（土） 第１回災害対策本部会

７月６日（月） 高齢者・障がい者施設における災害対策打合せ

７月９日（木）
第２回災害対策本部会

本会ホームページに「令和２年７月豪雨について」を設置

７月10日（金）
災害支援準備

広報災害対策委員会

７月11日（土）
県南域避難所の歯科保健活動

７月12日（日）

７月14日（火） 支援活動打合せ

７月15日（水） 第３回災害対策本部会

７月17日（金） 一部負担金免除の取扱いについて（会員へＦＡＸ通知）

＜活動内容（７月17日現在）＞

令和２年７月豪雨　支援活動報告
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＜支援物資一覧（７月16日現在）＞

７月10日（金）

日歯（ニッシン） 口腔保湿剤（サンプル）

日歯（山八歯材工業） 義歯ケース

デンタルバンク マスク、消毒用アルコール他

日歯（モリタ） 歯磨剤（子供用）、マスク他

７月11日（土） 日歯（ＧＣ） グローブ

７月13日（月）

神奈川県歯会（㈱XINS） マスク

日歯（サンスター） デンタルリンス他

日歯（ヨシダ） 歯磨剤

日歯（松風） デンタルリンス、義歯ケース他

日歯（佐藤歯材） 歯ブラシ（子供用）、歯間ブラシ

７月14日（火）
日歯（ビーブランド） 歯ブラシ（子供用）

日歯（ライオン） 義歯安定剤

７月15日（水）
日歯（ウルトラデント
ジャパン） トゥースピック、デンタルエプロン

（株）ギコウ マスク、消毒用アルコール他

７月16日（木） 日歯（（株）共和） 義歯安定剤

（提供元・企業・物資）

人吉各圏域保健所 歯ブラシ、歯磨剤等他

八代 歯ブラシ、歯磨剤等他

県歯科衛生士会 マスク

芦北 義歯ケース、義歯洗浄剤、義歯用ブラシ

人吉球磨 紙コップ等他

（配布先・配布物資）

　現地での支援活動等の詳細等につきましては、来月号以降で特集として掲載してまいり
ます。
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特 集
　県内でも数か月ぶりに感染が確認され、他都道府県では第２波とも思われるような感染拡大
が出てきております。７月末には本県初のクラスターも発生し、一日での最多感染者数を更新
しました。会員の皆様は、今後も引き続き、感染予防を徹底して頂くようにお願い致します。

２月21日（金） 本会ホームページにて情報提供を開始

２月22日（土）
※県内に新型コロナウイルス感染症患者が確認される
第１回新型コロナウイルス感染症対策本部会議

３月５日（木） 県歯主催　会議・研修会の開催状況を発送（ニュースレターに掲載）
３月10日（火） 第２回新型コロナウイルス感染症対策本部会議

４月16日（木）
※全都道府県に緊急事態宣言
第３回新型コロナウイルス感染症対策本部会議

５月６日（水） 第４回新型コロナウイルス感染症対策本部会議
５月14日（木） ※緊急事態宣言解除（熊本県含む九州全県）

５月16日（土）
熊本日日新聞朝刊にて全７段の広告を掲載
テレビスポット（ＲＫＫ50本、ＴＫＵ25本、ＫＡＢ25本）放送開始

５月22日（金）
パブリシティ：ＲＫＫ「からふる」9：55 ～ 60秒
パブリシティ：ＴＫＵ「タウンTown」11:20 ～　60秒

５月25日（月）
※緊急事態宣言解除（全国）
パブリシティ：ＫＡＢ「知っ得！見聞録」13：57 ～　60秒

５月26日（火） パブリシティ：ＲＫＫ「ゴゴスマ」14：30 ～　45秒
６月17日（水） ＫＫＴ　てれビタ「コロナ禍の歯科離れは危険！」特集
６月19日（金） ＴＫＵ　Live News「コロナ禍でも歯科治療を控えず感染病予防を」特集
６月27日（土） ＫＫＴ　Ｄｒ.テレビタン「コロナ禍の歯科離れは危険！」

＜活動報告＞

＜内容紹介＞
　５月16日（土）熊日朝刊にて「かかりつけ歯科医にご相談ください。」と題し掲載しました。

新型コロナウイルス感染症に対する広報活動について
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　５月16日（土）から２週間、ＲＫＫ50本、ＴＫＵ25本、ＫＡＢ25本のテレビスポットが放送
されました。また、ＲＫＫの「からふる」、ＴＫＵ「タウンTown」、ＫＡＢ「知っ得！見聞録」、
ＲＫＫ「ゴゴスマ」の放送内にて45秒と60秒のパブリシティも４本放送されました。

　ＫＫＴにて６月17日（水）てれビタの放送内で、６月27日（土）Ｄｒ.テレビたんの放送内で「コ
ロナ禍の歯科離れは危険！」と題し本会の伊藤会長と長野理事が出演された特集が放送されま
した。
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　ＴＫＵにて６月19日（金）Live Newsの放送内で「コロナ禍でも歯科治療を控えず感染病予
防を」と題し本会の伊藤会長と椿誠副会長が出演された特集が放送されました。
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県民に信頼される歯科医師会であるために

　６月20日（土）午後４時30分より、県歯会
館において、森口議長・髙木副議長他全代議
員、伊藤会長他全役員、牧学院長出席のもと
開催された。

１．開会：宮井副会長
２．議事録署名人選任：
　　有働 秀一　代議員（熊

本市）、髙﨑 稔　代議員
（玉名郡市）

３．物故会員に対する黙祷：
　　浮池　昌史　会員（熊本市）　
　　福富　義人　会員（玉名郡市）
　　大塚　郁香　会員（菊池郡市）
４．挨拶：伊藤会長

　新型コロナウイルスに
よりお亡くなりになられ
た方にご冥福をお祈りす
ると共に現在も闘ってお
られる方々の一日も早い
回復をお祈り申し上げま
す。我々執行部は昨年６月に令和の新しい時
代に、希望を持って歯科医療を進めていこう
と発足したところです。残念ながら新型コロ
ナにより歯科業界も患者さんが来院されない
中、先生方におかれましては感染防止、新

型コロナ対策等で大変な思いをされておりま
す。執行部も色々手を尽くしながら協力致し
ます。
　また、行政や議員から御協力を頂きまして、
日歯連盟の浦田理事長からも報告があり医療
従事者と医療機関に支援金が出ます。県と要
望を出しながら話し合って参ります。
　国から新しい生活様式を言われています
が、我々歯科も新しい医療行為や新しい様式
が必要になります。重視してきたスタンダー
ドプリコーションを含め、牛島専務を先頭に
まとめてくれた新型コロナ対策指標が今後の
歯科医療、県民に感染をさせない、感染を起
こさせない環境を整えるために会員一丸と
なって行なわれる必要があります。綻びが出
た場合には、歯科の信頼性が失われます。皆
様の御協力を得ながら執行部も努めて参りま
す。
　また、本日は歯科医師会に長年ご尽力下さ
いました受賞者の先生方にも来場頂いていま
す。
なお、議事に関しては予算の決算案、第２号
議案に関しては日歯選挙人における選出と重
要な議事が２つありますので慎重審議をお願
いしまして挨拶とさせて頂きます。本日は宜
しくお願いします。

― 令和２年度　定時代議員会 ―
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５．来賓挨拶：蒲島郁夫県知事（議長代読）

６．会員表彰：28人（出席者６人）
　出席された６人の会員へ賞状及び記念品の贈
呈が、伊藤会長より行われた。さらに受賞者を
代表して、橘会員より謝辞が述べられた。

７．報告：
　⑴　日歯代議員会報告　
　　延期の為、代議員へ後日

文書通知
　⑵　会務報告　牛島専務理

事
　⑶　有限会社ケイ・デー・エム・ユー報告

宮井代表取締役
　⑷　その他

８．議事：
　第１号議案
　　令和元年度会計決算（案）

の承認を求める件
　　決算監査報告　水上監事
　　公益目的支出計画実施報

告書に関する監査報告　増田監事
　第２号議案
　　日本歯科医師会選挙人及び補欠選挙人選

出の承認を求める件
　以上すべての議案は承認可決された。

 【事前質問に対する質疑応答】
田中 文丸　代議員（荒尾市）
　昨年の代議員会や各郡市会
長・専務理事会で、保険情報
は出来るだけ正確かつ迅速に
対応をお願いしたと思いま
す。最近の疑義解釈に関して

矢毛石 豊（熊本市） 出口　大平（熊本市） 山村　定信（熊本市）
住本　和隆（熊本市） 忽那　博雅（熊本市） 徳永　俊英（熊本市）
森尾　謙二郎（熊本市） 斉藤　修身（熊本市） 遠山　啓介（熊本市）
橘　俊光（熊本市） 柿原　訓（熊本市） 分山　英次（熊本市）
牧　正仁（熊本市） 島﨑　清（玉名郡市） 稲森　正人（玉名郡市）
増田　憲敏（玉名郡市） 原賀　滋久（山鹿市） 三隅　晴具（菊池郡市）
永野　芳雄（菊池郡市） 片山　幸博（菊池郡市） 甲斐田　英俊（阿蘇郡市）
野田　和夫（八代） 水上　正太（八代） 浮池　高史（水俣・芦北郡市）
今藤　隆文（人吉市） 熊埜御堂 渉（人吉市） 新名　正明（人吉市）
岡田　理介（天草郡市） 敬称略

国から郡市への連絡がメールで遅い為、以前
のようにＦＡＸ等での迅速な対応はできない
でしょうか。
＜執行部回答＞
　FAXによる会員への伝達に関しては送信
料、受信側のコストや電話回線使用の問題も
あり、緊急性と重要性を踏まえ、執行部で判
断させていただいています。今回に関しては、
以前より大幅に変わるようであれば緊急性を
考えますが、今回は緊急性が無いと判断して
FAXは控え、各郡市へのメール対応とさせ
ていただきました。今後も迅速な情報提供が
できる体制を整えていきます。

９．協議：
　１．女性歯科医師の出産等に伴う会費の軽

減について
　２．熊本県警察歯科医会の開催と、会則並

びに大規模広域事故、及び地震災害等緊
急出動に関する規定の改廃、及び災害時
対策・警察歯科総合検討会議の設置につ
いて

　３．学院自宅通学以外の学生の助成につい
て

　４．新型コロナウイルス感染に伴う会員支
援について

　５．時局対策について
　６．その他
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 【質問・要望】③
田中 正　代議員（荒尾市）
　国の補正予算が出ましたけど、会員支援に
関しても日歯が取りまとめて政府に要請して
頂くようにお願いしてもらいたいと思いま
す。
＜執行部回答＞
　日歯や日歯連に要請していくようにしてお
りますが、歯科だけでなく色々な業種もあり
ます。できるだけ、先生方からのご意見、要
望を取りまとめて要請したいと思います。

 【質問・要望】④
田中 正　代議員（荒尾市）
　消費税の増税や所得税の増税が今後あると
思います。三師会から増税は絶対にしないよ
うに政府に要望するように言って下さい。
＜執行部回答＞
　日歯に伝えたいと思います。

10．閉会：椿副会長

（広報　秋山 清、平島 将臣）

 【質問・要望】①
田中 正　代議員（荒尾市）
　学生への助成に関して、交
通費等の補助は考えても良い
と思いますが、いかがでしょ
うか。
＜執行部回答＞
　遠方から来ている学生に関しては今後検討
していきたいと思います。

 【質問・要望】②
城 敦也　代議員（菊池郡市）
　収入割が2.1/1000から2.5/
1000に引き上げられたと思い
ます。それを凍結する考えは
ないのかを検討いただければ
と思います。
＜執行部回答＞
　目的が終身会員が増加し、今後会費収入が
減ることへの対策ですので、新型コロナに
よってこれを凍結するという考えはございま
せん。なんらかの形で会員へ支援することを
今後検討させていただきたいと思います。

熊本歯科衛生士専門学院　令和２年度体験入学

　　　　　　　　　　　　８月23日（日）　午前９時30分～正午
　　　　　　　　　　　　９月10日（木）　午後７時～
　　　　　　　　　　　　10月８日（木）　午後７時～

　　　　　　　　　　　　　※今年から夜間の部も開催致します。
　　　　　　　　　　　　　　　・男子学生も募集しています。
　　　　　　　　　　　　　　　・歯科衛生士は私たちのファミリーです。
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福
利
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生
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6,
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4 

1,
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2,
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1,
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7,
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7 
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2,

25
8 
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4,
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9,
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1 

1,
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6,
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6 
5,
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0,
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0 

0 
7,

20
6,
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6 
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0 

1
2
,
0
3
6
,
3
4
7
 

　
　

　
　

　
　

教
育

費
0 

0
 

17
,6

43
,4

59
 

0 
0 

17
,6

43
,4

59
 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

1
7
,
6
4
3
,
4
5
9
 

　
　

　
　

　
　

広
告

宣
伝

費
0 

1,
19

3,
65

0 
0
 

0 
0 

1,
19

3,
65

0 
60

,0
00

 
0 

0 
60

,0
00

 
0 

0 
1
,
2
5
3
,
6
5
0
 

　
　

　
　

　
　

会
議

費
2,

64
7,

32
1 

5
,3

76
,8

04
 

2,
99

4,
46

0 
1,

23
9,

77
5 

0 
12

,2
58

,3
60

 
1,

49
3,

11
8 

0 
0 

1,
49

3,
11

8 
0 

0 
1
3
,
7
5
1
,
4
7
8
 

　
　

　
　

　
　

診
療

原
価

費
0 

0 
0 

3,
05

0,
42

4 
0 

3,
05

0,
42

4 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
3
,
0
5
0
,
4
2
4
 

　
　

　
　

　
　

研
修

費
91

1,
31

4 
9
54

,7
22

 
0 

1,
73

1,
04

4 
0 

3,
59

7,
08

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
3
,
5
9
7
,
0
8
0
 

　
　

　
　

　
　

旅
費

交
通

費
2,

80
2,

26
8 

3
,4

31
,6

34
 

2,
17

3,
04

6 
2,

25
0,

24
7 

0 
10

,6
57

,1
95

 
38

7,
71

6 
52

,3
60

 
0 

44
0,

07
6 

0 
0 

1
1
,
0
9
7
,
2
7
1
 

　
　

　
　

　
　

通
信

運
搬

費
20

0,
58

1 
1
,2

88
,5

20
 

1,
40

8,
50

9 
68

3,
15

0 
0 

3,
58

0,
76

0 
80

8,
59

0 
16

,7
38

 
0 

82
5,

32
8 

0 
0 

4
,
4
0
6
,
0
8
8
 

　
　

　
　

　
　

減
価

償
却

費
0 

0 
5,

67
2,

04
1 

12
,6

53
,6

41
 

0 
18

,3
25

,6
82

 
81

4,
71

1 
0 

0 
81

4,
71

1 
0 

0 
1
9
,
1
4
0
,
3
9
3
 

　
　

　
　

　
　

消
耗

品
費

31
,9

46
 

1
,8

56
,3

68
 

5,
25

1,
73

8 
83

9,
02

4 
0 

7,
97

9,
07

6 
56

2,
16

2 
1,

28
7,

73
6 

0 
1,

84
9,

89
8 

0 
0 

9
,
8
2
8
,
9
7
4
 

　
　

　
　

　
　

修
繕

費
0 

0 
4,

77
0 

13
7,

94
0 

0 
14

2,
71

0 
40

,3
41

 
0 

0 
40

,3
41

 
0 

0 
1
8
3
,
0
5
1
 

　
　

　
　

　
　

印
刷

製
本

費
15

9,
84

0 
3
,7

53
,1

03
 

1,
98

6,
75

1 
22

6,
83

6 
0 

6,
12

6,
53

0 
5,

17
8,

65
6 

0 
0 

5,
17

8,
65

6 
0 

0 
1
1
,
3
0
5
,
1
8
6
 

　
　

　
　

　
　

光
熱

水
道

費
0 

0 
0 

1,
40

2,
04

9 
0 

1,
40

2,
04

9 
73

5,
60

0 
0 

0 
73

5,
60

0 
0 

0 
2
,
1
3
7
,
6
4
9
 

　
　

　
　

　
　

賃
借

料
2
5,

52
0 

4,
22

0 
60

0,
00

0 
5,

38
1,

47
2 

0 
6,

01
1,

21
2 

58
,8

10
 

0 
0 

58
,8

10
 

0 
-5

,4
00

,0
00

 
6
7
0
,
0
2
2
 

　
　

　
　

　
　

保
険

料
0 

20
,0

00
 

0 
7,

82
0 

0 
27

,8
20

 
15

6,
32

5 
5,

42
3,

02
1 

0 
5,

57
9,

34
6 

0 
0 

5
,
6
0
7
,
1
6
6
 

　
　

　
　

　
　

謝
礼

金
0 

73
,5

43
 

0 
0 

0 
73

,5
43

 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
7
3
,
5
4
3
 

　
　

　
　

　
　

租
税

公
課

0 
0
 

0 
0 

0 
0 

2,
46

6,
36

0 
0 

0 
2,

46
6,

36
0 

0 
0 

2
,
4
6
6
,
3
6
0
 

　
　

　
　

　
　

支
払

負
担

金
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6,
50

0 
1,

16
9,

93
0 

2,
20

8,
73

2 
93

,0
00

 
0 

3,
76

8,
16

2 
30

9,
40

0 
29

,9
35

,0
00

 
0 

30
,2

44
,4

00
 

0 
0 

3
4
,
0
1
2
,
5
6
2
 

　
　

　
　

　
　

支
払

助
成

金
0 

9,
09

0,
00

0 
0
 

0 
0 

9,
09

0,
00

0 
0 

54
8,

00
0 

0 
54

8,
00

0 
0 

0 
9
,
6
3
8
,
0
0
0
 

　
　

　
　

　
　

支
払

寄
付

金
0 

0
 

0 
0 

0 
0 

5,
86

0 
0 

0 
5,

86
0 

0 
0 

5
,
8
6
0
 

　
　

　
　

　
　

委
託

費
0 

78
6,

73
8 

0 
91

7,
62

0 
0 

1,
70

4,
35

8 
72

8,
34

0 
44

,0
00

 
0 

77
2,

34
0 

0 
0 

2
,
4
7
6
,
6
9
8
 

　
　

　
　

　
　

渉
外

費
0 

0
 

0 
0 

0 
0 
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0 
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0 

0 
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6,
36

0 
0 

0 
7
6
6
,
3
6
0
 

　
　

　
　

　
　

雑
費

0 
9,
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2 

77
7,

13
5 

35
2,
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4 

0 
1,

13
8,

84
1 

76
,4
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1,
23

3,
00
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0 

1,
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6 
0 
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,
4
4
8
,
2
9
7
 

　
　

　
　

　
　

収
益

負
担
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,4
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0 

-1
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4,
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0 
0 

-
1
,
0
7
4
,
2
3
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正
味

財
産

増
減

計
算

書
内

訳
平

成
31

年
４

月
１

日
か

ら
令

和
２

年
３

月
１

日
ま

で

勘
　

定
　

科
　

目

実
施

事
業

会
計

そ
の

他
の

事
業

法
人

会
計

内
部

取
引

消
去

合
　

　
計

学
術

講
演

・
研

修
事

業
地

域
保

健
事

業
歯

科
衛

生
士

の
育

成
事

業
社

会
的

弱
者

支
援

事
業

実
施

共
通

小
　

　
計

収
益
事
業
（
販
売
収
入
・

保
険
手
数
料
）

福
利

厚
生

事
業

そ
の

他
共

通
小

　
　

計
法

人
会

計
内

部
取

引
消

去

　
　

　
　

管
理

費
0 

0
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0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 
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4
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1
2
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0 
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0 
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0
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0 
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0 
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0 
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0 
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価

償
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0 

0
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0 
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0 
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0 
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0 
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,9
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耗
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0
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0 
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0 
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0 
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2
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0 
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0 
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0 
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0 
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0 
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0 
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0 
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0 
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0 
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0 
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0 
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金
0 

0
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0 

0 
0 
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0 
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0 
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2
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4
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0 
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0 
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0 
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負
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分
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0
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0 
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0 

0 
0 
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0 
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,2
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5
 

　
　

　
　

他
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計
へ

の
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出
額
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0
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0 
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0 
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0 
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他
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0 
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0 
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経
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用
計
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47
 

4
3,

39
8,

31
2 
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,2

90
,0

87
 

69
,5

73
,4

54
 

0 
22

7,
34

7,
20

0 
28

,7
64

,3
35

 
47

,1
30

,7
26

 
0 

75
,8

95
,0

61
 

95
,9

21
,6

86
 

-2
7,

80
9,

59
9 

3
7
1
,
3
5
4
,
3
4
8
 

　
　

　
　

評
価

損
益

等
調

整
前

当
期

経
常

増
減

額
-1

4,
89

0,
34

7 
-
34

,7
65

,1
12

 
-2

,2
28

,2
77

 
-1

3,
82

3,
34

8 
0 

-6
5,

70
7,

08
4 

65
,5

96
 

1,
37

6,
50

1 
0 

1,
44

2,
09

7 
59

,3
04

,0
58

 
0 

-
4
,
9
6
0
,
9
2
9
 

　
　

　
　

評
価

損
益

等
計

0 
0
 

0 
0 

0 
0 
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0 

0 
0 

0 
0 

0
 

　
　

　
　

当
期

経
常

増
額

額
-1

4,
89

0,
34

7 
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4,
76

5,
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2 
-2
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28

,2
77

 
-1

3,
82

3,
34

8 
0 

-6
5,

70
7,

08
4 

65
,5

96
 

1,
37

6,
50

1 
0 

1,
44

2,
09

7 
59

,3
04

,0
58

 
0 

-
4
,
9
6
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9
2
9
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．
経

常
外

増
減

の
部
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経

常
外

収
益

　
　

　
　

経
常

外
収

益
計
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0 
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0 
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0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0
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経

常
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用

　
　

　
　

固
定

資
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損
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31
 

0 
31

 
0 
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0 
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3
1
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定

資
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除
却

損
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0 
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0 
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3
1
 

　
　

　
経

常
外

費
用

計
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0 

31
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0 
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0 
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3
1
 

　
　

　
　

当
期

経
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1
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計
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前
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般
正
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11
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37
9 
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7,
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1,
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1 

0 
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7 

59
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,0
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-
4
,
9
6
0
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6
0
 

　
　

　
　

税
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前
当

期
一

般
正

味
財

産
増
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0 
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3,
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3,
37

9 
0 

-6
5,

70
7,

11
5 

65
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賃　借　対　照　表
令和２年　３月31日現在

科　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ　資産の部

　１　流動資産

　　　　現金預金 311,803,780 296,471,562 15,332,218 

　　　　　現金 53,230 44,640 8,590 

　　　　　普通預金 251,750,550 236,426,922 15,323,628 

　　　　　　肥後銀行（メイン） 24,450,428 23,108,866 1,341,562 

　　　　　　肥後銀行（共済） 92,973,114 82,903,695 10,069,419 

　　　　　　肥後銀行（学院） 59,931,789 55,601,757 4,330,032 

　　　　　　肥後銀行（センター） 1,886,701 1,602,877 283,824 

　　　　　　肥後銀行（労保） 1,929,385 4,218,952 -2,289,567 

　　　　　　肥後銀行（産業歯科） 3,199,291 3,327,583 -128,292 

　　　　　　肥後銀行（健康週間） 456,747 447,476 9,271 

　　　　　　肥後銀行（販売・手数料） 11,569,615 9,542,245 2,027,370 

　　　　　　肥後銀行（資金調整基金） 11,322,232 11,322,232 0 

　　　　　　肥後銀行（健康文化賞） 296,453 346,647 -50,194 

　　　　　　肥後銀行（運営基金） 9,100,000 9,200,000 -100,000 

　　　　　　肥後銀行（運用基金） 6,646,602 4,546,549 2,100,053 

　　　　　　肥後銀行（日歯諸会費） 9,709,500 9,664,000 45,500 

　　　　　　肥後銀行（九地連） 547,200 643,600 -96,400 

　　　　　　みずほ銀行 0 206,314 -206,314 

　　　　　　商工中金 105,030 105,681 -651 

　　　　　　熊本第一信用金庫 3,271 3,219 52 

　　　　　　肥後銀行（義援金） 0 19,635,209 -19,635,209 

　　　　　　肥後銀行（災害対策基金） 17,623,192 0 17,623,192 

　　　　　定期預金 60,000,000 60,000,000 0 

　　　　　　熊本第一信用金庫（資金調整基金） 60,000,000 60,000,000 0 

　　　　未収金 25,347,709 24,855,964 491,745 

　　　　前払金 4,784,672 5,131,736 -347,064 

　　　　商品 1,295,429 1,075,869 219,560 

　　　　流動資産合計 343,231,590 327,535,131 15,696,459 

　２　固定資産

　　（１）基本財産

　　　　土地（一般） 614,400,710 614,400,710 0 

　　　　　　土地１（一般） 30,050,000 30,050,000 0 

　　　　　　土地２（一般） 29,080,000 29,080,000 0 

　　　　　　土地３（一般） 142,713,032 142,713,032 0 

　　　　　　土地４（一般） 42,560,428 42,560,428 0 

　　　　　　土地５（一般） 369,997,250 369,997,250 0 

　　　　基本財産合計 614,400,710 614,400,710 0 

　　（２）特定資産

　　　　共済互助金　定期預金 86,724,833 85,724,833 1,000,000 

　　　　　　熊本第一信用金庫 72,724,833 72,724,833 0 

　　　　　　肥後銀行 14,000,000 13,000,000 1,000,000 

　　　　入会金積立金　定期預金 91,755,062 91,755,062 0 

　　　　　　肥後銀行 91,755,062 91,755,062 0 

　　　　基本財産積立金　定期預金 126,201,519 125,001,432 1,200,087 

　　　　　　法人（肥後) 88,497,534 88,497,534 0 

　　　　　　学院（肥後） 35,477,796 35,477,796 0 

　　　　　　センター (肥後) 1,212,918 12,917 1,200,001 

　　　　　　労保（肥後） 1,013,271 1,013,185 86 

　　　　売却資産積立金　定期預金 53,374,272 54,974,657 -1,600,385 

　　　　　　熊本第一信用金庫 40,625,445 39,625,445 1,000,000 

　　　　　　学院（肥後） 9,608,064 13,408,614 -3,800,550 

　　　　　　センター (肥後) 3,140,763 1,940,598 1,200,165 

　　　　役員退職積立金　定期預金 784,642 1,634,345 -849,703 

　　　　　　法人（肥後) 642,367 1,352,071 -709,704 

　　　　　　学院（肥後） 142,275 282,274 -139,999 

　　　　退職死亡給付積立金　定期預金 49,021,656 46,193,881 2,827,775 

　　　　　　法人（肥後） 23,719,546 21,890,848 1,828,698 

　　　　　　学院（肥後） 22,599,776 21,600,942 998,834 

　　　　　　センター (肥後) 528,741 528,696 45 

　　　　　　労保（肥後） 2,173,593 2,173,395 198 

　　　　くまもと歯の健康文化賞　定期預金 15,000,000 15,000,000 0 

　　　　　　熊本第一信用金庫 15,000,000 15,000,000 0 

　　　　特定資産合計 422,861,984 420,284,210 2,577,774 

（単位：円）
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賃　借　対　照　表
令和２年　３月31日現在

科　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

　　（３）その他固定資産
　　　　建物 364,451,951 375,417,025 -10,965,074 

　　　　　　建物・本館 91,718,900 93,874,175 -2,155,275 

　　　　　　建物・分館 202,975,817 209,930,171 -6,954,354 

　　　　　　建物・分館増設 69,757,234 71,612,679 -1,855,445 

　　　　建物付属設備 27,976,738 29,704,409 -1,727,671 

　　　　　　建物付属設備・本館 11,979,232 14,986,785 -3,007,553 

　　　　　　建物付属設備・分館 14,890,091 13,425,462 1,464,629 

　　　　　　建物付属設備・分館増設 1,107,415 1,292,162 -184,747 

　　　　器具・備品 36,994,020 43,099,765 -6,105,745 

　　　　　　器具装備　本会 9,593,696 20,134,110 -10,540,414 

　　　　　　器具装備　学院 219,492,027 20,377,427 199,114,600 

　　　　　　器具装備　センター 5,451,297 2,588,228 2,863,069 

　　　　出資金 3,010,000 3,010,000 0 

　　　　電話加入権 539,424 539,424 0 

　　　　貸付金 1,800,000 2,600,000 -800,000 

　　　　その他固定資産合計 434,772,133 454,370,623 -19,598,490 

　　　　固定資産合計 1,472,034,827 1,489,055,543 -17,020,716 

　　　　資産の部合計 1,815,266,417 1,816,590,674 -1,324,257 

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債

　　　　未払金 15,865,603 17,578,711 -1,713,108 

　　　　未払消費税等 825,100 465,800 359,300 

　　　　未払法人税等 185,000 170,500 14,500 

　　　　前受金 44,300,000 38,300,000 6,000,000 

　　　　　　授業料前受金 30,500,000 23,000,000 7,500,000 

　　　　　　入学金前受金 13,800,000 15,300,000 -1,500,000 

　　　　預り金 12,245,562 16,318,496 -4,072,934 

　　　　　　会費 34,213 39 34,174 

　　　　　　所得税 599,455 544,480 54,975 

　　　　　　日歯年金 3,275,000 3,255,000 20,000 

　　　　　　日歯福祉共済 6,434,500 6,409,000 25,500 

　　　　　　三井所得補償 0 53,600 -53,600 

　　　　　　火災共済 0 178,597 -178,597 

　　　　　　生保・クレジット 0 17,100 -17,100 

　　　　　　社会保険料 58,444 1,793,080 -1,734,636 

　　　　　　九地連会費 547,200 643,600 -96,400 

　　　　　　東京海上日動 872,250 0 872,250 

　　　　　　諸口 424,500 3,424,000 -2,999,500 

　　　　賞与引当金 5,166,157 4,669,634 496,523 

　　　　　　賞与引当金（法人） 2,129,277 1,750,454 378,823 

　　　　　　賞与引当金（学院） 2,375,320 2,398,470 -23,150 

　　　　　　賞与引当金（センター） 266,960 254,710 12,250 

　　　　　　賞与引当金（労保） 394,600 266,000 128,600 

　　　　流動負債合計 78,587,422 77,503,141 1,084,281 

　２　固定負債

　　　　退職給付引当金 50,600,967 48,048,545 2,552,422 

　　　　　　退職給付引当金（法人・役員） 641,250 1,496,250 -855,000 

　　　　　　退職給付引当金（法人・職員） 23,570,707 21,527,519 2,043,188 

　　　　　　退職給付引当金（学院・役員） 105,000 244,999 -139,999 

　　　　　　退職給付引当金（学院・職員） 22,680,959 21,683,959 997,000 

　　　　　　退職給付引当金（センター） 409,620 21,620 388,000 

　　　　　　退職給付引当金（労保） 3,193,431 3,074,198 119,233 

　　　　固定負債合計 50,600,967 48,048,545 2,552,422 

　　　　負債の部合計 129,188,389 125,551,686 3,636,703 

Ⅲ　正味財産の部

　１　指定正味財産

　２　一般正味財産 1,686,078,028 1,691,038,988 -4,960,960 

　　　　正味財産の部合計 1,686,078,028 1,691,038,988 -4,960,960 

　　　　負債及び正味財産合計 1,815,266,417 1,816,590,674 -1,324,257 

（単位：円）
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久しぶりに全役員が会館で

― 第14回理事会 ―
　６月９日（火）午後７時より県歯会館にて
伊藤会長他全役員、牧学院長、森口議長、髙
木副議長の出席のもと開催された。
１．開会：椿副会長
２．挨拶：伊藤会長

　ようやく皆様にお会いでき、嬉しい限りで
す。Ｗｅｂ会議で皆様と議論しましたが、こ
うして直接お会いして議論できることは格別
の思いです。また、本日は正副議長にもご出
席いただき、誠にありがとうございます。定
時代議員会当日、円滑に運営できるように皆
様のご協力をお願い致します。そして、新型
コロナウイルス感染症に伴う対応では大変な
思いをしましたが、全国の歯科診療所で感染
が確認されなかった事は素晴らしいことで
す。その中で、牛島専務理事を中心にまとめ
た感染症対策指針が、先日開催された日歯連
盟会長会議で日歯連盟の指針として示されて
いました。感染拡大防止は我々の命題であり、
県民のために会員の先生方と指針を共有しな
がら、今後もしっかり対応してまいります。
さらに、第２次補正予算が今月12日に成立の
見通しであり、予算には歯科医療従事者に対
する慰労金、感染拡大防止対策に要する費用
への補助が組み込まれており、日歯連盟では
対象器材拡大のため国と交渉中です。それか
ら、ＫＫＴとＴＫＵがニュースや番組で我々
の取り組みを取り上げて下さる予定であり、
その中で、患者さんの判断による受診延期を
せず、かかりつけ歯科医に相談してきちんと
治療を受けることを県民の皆様にお伝えした
いと考えています。また、感染拡大予防のた
めの「新しい生活様式」が示されていますが、
我々も感染拡大防止を念頭に置いた「新しい
事業計画」の考えのもと、何が必要か、何が
できるかという視点を持って、現在の事業を
仕分けし、次年度以降の事業計画を立てる必
要があると考えています。それから、日歯Ｅ

システムに施設基準の研修内容が取り入れら
れる予定で、受講データを都道府県歯会に送
信し、都道府県歯会から修了証が発行される
仕組みになると思われます。こうして、新型
コロナウイルスによって様々な場面で変化が
あり、変革の時代が到来したのだと実感して
おります。それでは本日も宜しくお願い申し
上げます。

３．議長選出：伊藤会長
４．議事録署名人：増田・水上監事、伊藤会

長
５．令和元年度会務報告：

（自：５月23日～至：６月４日）
　本会総務：理事会、常務理事会
　社会保険：社会保険委員会
　地域保健：県認知症対策事業打合せ
　医療対策：医療相談・苦情事例報告
　医療連携：医療連携委員会
　学　　院：学院運営審議会、理事会
　以上、各担当役員より報告がなされた。
６．報告事項：
　１．退会会員
　　　片岡 奈々美 会員（第３種／熊本市／

一瀬歯科医院）令和２年６月８日　第１
種会員へ入会のため

　２．職員の人事異動
　　⑴　採用：契約職員　早志 梢（令和２

年６月１日）
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　　⑵　退職：書記　平井 友加里（令和２
年６月23日）

　　⑶　異動：課長補佐　田尻 康代（事業
課　ＫＤＭＵ）、課長補佐　田代 祐子

（国保課）
　３．新型コロナウイルス感染被害見舞金及

び日歯後期分会費の延納
　　　日歯の新型コロナウイルス感染被害見

舞金及び日歯後期分会費の延納につい
て、６月の定期発送物で会員に周知する
ことを報告した。

　４．高齢者の生活不活発病等予防啓発事業
　　　新型コロナウイルス感染症に伴い、高

齢者の認知症が拡大するのではと懸念さ
れていることから、県認知症対策課より
県内企業に対して事業提案募集があっ
た。そして、ＲＫＫから本会へ、介護予
防運動を収録したＤＶＤを作成したいの
で協力してほしいと依頼があり、提案が
採用されたら協力することを報告した。

　５．４月末がん及び回復期の医科歯科連携
事業

　６．５月末会計現況
　７．連絡事項：
　　１．令和２年７月行事予定
７．承認事項：
　１．新入会員の承認【承認】
　　　第１種会員２名、第３種会員１名の入

会を承認した。

　令和２年度入会状況（５月末累計）
第１種会員／４名　第２種会員／１名
第３種会員／１名　第４種会員／２医療機関
　２．各種会議･委員会委員への就任【承認】
　　⑴“社会を明るくする運動”熊本県推進

委員会委員　委員：熊本県歯科医師会
として就任

　　⑵　熊本県スポーツ協会・スポーツ医科
学専門委員会委員

　　　任期：令和２年４月１日～令和４年３
月31日

　　　委員：宮井 祐　副会長
　　　各種会議・委員会委員への就任を承認

した。
　３．薬物乱用「ダメ。ゼッタイ。」普及運

動への協賛【承認】
　　　協賛への承諾を承認した。
８．議題：
　１．令和２年度定時代議員会の運営並びに

日程資料【承認】
　　◦代議員会日程
　　◦会務報告
　　◦タイムスケジュール
　　　　定時代議員会の運営並びに日程資料

を承認した。
　２．令和元年度一般社団法人熊本県歯科医

師会会計決算（案）【承認】
　　⑴　正味財産増減計算書
　　⑵　貸借対照表
　　⑶　現金・預金残高表
　　⑷　財務諸表に対する注記
　　⑸　公益目的支出計画実施報告書
　　　会計決算（案）を承認した。
　３．令和２年度定時代議員会の協議内容
　　【承認】
　　　定時代議員会の協議内容を承認した。
　４．令和２年度定時代議員会事前質問に対

する回答【承認】
　　　事前質問に対して当日口頭で回答する

ことを承認した。
　５．令和３年度九州歯科医学大会の日程・

会場【承認】
　　　令和３年10月23日（土）熊本城ホール

にて、今年計画されていた内容で開催す
ることを承認した。

　６．諸会費等の支払い【承認】
　　⑴　スポーツデンティスト協議会の会費

⑵　日赤活動資金への協力
　　⑶　8020推進財団の賛助会費
　　⑷　熊本県日中協会の会費
　　⑸　日本スポーツ・健康づくり歯学協議

会の負担金

第３種
氏　　名 医療機関名 住　　　所 出身大学

木
き

村
むら

　麻
ま

衣
い 熊本駅前矯正

歯科クリニック 熊本市西区春日5-2-1 鹿 児 島
大 学 歯 学 部

第１種
氏　　名 医療機関名 住　　　所 出身大学

片
かたおか

岡奈
な

々
な

美
み かたおか歯科

口腔クリニック 熊本市北区楠2-1-48 日 本 大 学
松 戸 歯 学 部

山
やまむろ

室　　宰
つかさ

山室歯科医院 熊本市中央区帯山3-36-8 九 州 歯 科
大 学
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　　　諸会費等の支払いを承認した。
　７．肥後銀行からのマスク製作・買取・配

布プロジェクトの提案【承認】
　　　肥後銀行と九州財務局よりプロジェク

ト予算への協力要請があり、10万円寄付
することを承認した。

　８．研修・会議等の実施方針【承認】
　　　研修・会議等の実施方針を承認した。
９．協議事項：なし
10．監事講評：
　　増田監事より「テレビＣＭや新聞広告の

正確な情報提供等、本会の新型コロナ対策
は県民の方にとって有益だったと思う。今
後も気を引き締めて第２・第３波に立ち向
かわなければならない。」、水上監事より「第
２次補正予算による歯科医療従事者への慰
労金、感染拡大防止対策への費用補助等の
情報は、出来れば歯科医師会から発信でき
れば、なお良いと思う。」と述べられた。

11．閉会：宮井副会長
（広報　神﨑 理子）

　平素、学院の運営に関し御協力ありがとうございます。
　従来より歯科衛生士不足も深刻化しています。
　当学院も昨年、一昨年と定員割れを生じており、今年も定員を満たすことは不可能かと
思われます。
　そこで会員の先生方には更なるお願いとして、御子様、御親戚、知人等にもお声掛けを
して、受験生を増やして頂きます様お願い申し上げます。会員の協力なしでは絶体に増や
せません。宜しくお願い致します。

（学院長　牧 正仁）

学院の受験生減少に

危機感!!
学院
だより
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人吉市歯科医師会

郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

菊池郡市歯科医師会

書面決議を採用、賛成59人で承認可決

― 令和２年度定時総会 ―
　６月25日（木）午後８時より菊池郡市歯会館
にて、標記総会が執り行われた。新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、３月の通常総会に
続き書面決議を採用し、役員13人、議長、副議
長各１人、署名人２人、会員１人の計18人出席
による小規模開催となった。開会に先立ち、５
月11日にご逝去された大塚郁香会員に黙祷を捧
げた。城副会長による開会挨拶後、議長に中村
会員、副議長に橋本会員、署名人に塘会員、新
谷会員を選出し、総会は開始された。高木会長
より「非常事態宣言解除後、ちょうど１ヶ月が
経ちました。新しい生活で試行錯誤されている
かと思いますが、会務も同様であり、３月の通
常総会に続き本総会でも書面決議を採用しまし
た。ご審議よろしくお願い致します。」との挨
拶があった。次に田中専務理事より会務報告、
各理事より委員会報告、高木会長、田中専務理
事より代議員会報告、高木会長より国保組合会
報告があった。議案「令和元年度（一社）菊池

郡市歯科医師会歳入歳出決算（案）の承認を求
める件」について園木常務理事より説明、北川
監事より会計監査報告がなされた。議決権をも
つ72人中議決権行使書59人分が届いており、賛
成59人、不賛成０人で承認可決した。城副会長
より閉会の挨拶があり、１時間ほどで総会は終
了した。

（春野 雅俊）

小規模開催で、マスク着用で参加

郡市会報告

議事、協議事項を承認検討。今できる社会貢献を！
― ６月定例会、令和２年度臨時総会 ―

　６月24日（水）午後７時30分より人吉市内の
ホテルあゆの里において標記総会を行った。臨
時総会では、例年のように会計決算及び連盟会
計決算の承認が行われた。さらにこの新型コロ
ナの影響により例年の学校児童の検診事業が延
期される中、本会として学校医として社会に貢
献できることとして県学校保健会への寄付を会
員一丸となって行なうと全会員一致で応援する
ことに決議した。続いて新型コロナ流行の中、
三密を避け、できるだけ新しい会員のつながり
について協議され、例会理事会の回数を減らし、
リモート会議も今後検討していく方向で会員の
全会一致で新しい生活スタイルが承認された。

心新たに新年度に向けて船出をした。
（御手洗 肇）

議事、協議事項を説明する執行部
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郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

玉名郡市歯科医師会

議決権行使書で議案の承認を得る
― 令和２年度定時総会 ―

　６月26日（金）午後７時より玉名市民会館に
て標記総会が行われた。
　まず犬束副会長による開会挨拶後、４月12日
にご逝去された福富義人会員へ黙祷を捧げた。
髙㟢会長挨拶では２月よりコロナ禍の影響で平
均的に歯科医院は20％程収入が落ち込んでいる
ことが報告され、感染防止対策の助成金や、ス
タッフに慰労金が出ることなど連絡があった。
その後、古希に小林会員、森会員、安田会員、
還暦に福富会員、城井会員の慶事の祝いが行わ
れた。
　報告ではコロナ禍の影響でよい歯の広場が中
止になったことなど、議案は会議の短縮を図る
ため事前に議決権行使書が各会員に送られてお
り、３つの議案について既にFAXで28人の賛

コロナ禍の影響を受けた総会

成の決議がされていたため、承認されているも
のとして内容の説明が行われた。その後、各会
員による質疑応答もスムーズに行われ40分で閉
会となった。

（浅野 司）

久しぶりの講演会で真剣に学ぶ参加者

熊本市歯科医師会

顎関節症と心身症について考える
― 第１回学術講演会 ―

　６月27日（土）午後３時より、県歯会館３Ｆ
会議室にて標記講演会が開催された。熊本市歯
会の宮本会長より開会の挨拶が行われた後、か
どおか歯科医院の角岡秀昭会員の講演が行われ
た。
　前半は顎関節症について説明があった。顎関
節症は、発症メカニズムが多因子の積み重ねで
あるため原因が不明であることが多く、治療の
確実性がないことなどの理由から難渋する場合
が多い。また、医科では診断の際に採血・画像
撮影を行いデータをとるが、顎関節症の場合は
データが取りにくいため診断が難しい。現在で
も術者の勘に頼っているところが多いことが特
徴であるので、Jankelson氏によって開発され
たニューロマスキュラーセオリーという理論を
用いて治療を行い、良好な経過を辿った症例を
いくつか提示された。この方法では、筋肉位と
習慣性咬合位の位置関係のズレを検査し、デー
タをとって検証するため、客観的に病態を把握
することが可能である。また、この理論で治療
を行うと顎位が一定してズレないので、補綴治
療のやりかえをすることがほとんどなく、口腔
内環境の予後がとても良いとのことだった。
　後半は心身症についての説明であった。心身
症は、不定愁訴が多く言動が一定しないため、

カウンセリングをしっかり行い、治療に対して
やる気があれば治療に着手し、治療困難である
と判断した場合は回避したほうが無難である。
また、このような患者の治療を行う場合は、治
療の最初に患者と家族に十分な説明を行った
後、同意書を必ず取得する必要がある。心身症
患者の治療が難治である理由として、こういっ
た患者の行動にはすべて目的があり、その目的
は心理学を用いた分析からある程度パターン化
することができるとのことだった。
　日常の臨床において度々遭遇する顎関節症と
心身症の内容を分かりやすく説明して頂き、最
後に学術担当の大塚昭彦理事より感謝状の贈呈
を行い、３時間にわたる講演会を終了した。

（谷口 広祐）
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　尾上 宏会員から紹介して頂いた市原です。
私は阿蘇で開業しています。開業してもう35
年以上過ぎました。今は、仕事は阿蘇、休日
は熊本市内と行ったり来たりの生活をしてい
ます。若い頃の事については、若気の至りで、
今でも当時を思い出して赤面することがあり
ます。でも新樹会の活動だけは良い思い出と
なっています。当時は診療が終わってから１
年に90回近く市内へ出向いていました。それ
でもやっていけたのは今より体力があったの
と、時代背景も良かったからでしょう。一緒
に活動して頂いた先生には感謝しかありませ
ん。ありがとうございました。運動会や家族
旅行、各種講演会やコンサートそしてその流
れでグルメの会や英会話教室などなど色々な
事を経験しました。その後、パラグライダー
も体験しました。対地速度と対気速度という
言葉も初めて知りました。対地速度を小さく
することによって滑走距離を短くできます。
そのため空を飛ぶ時は必ず風上に向かって行
います。飛行場には必ず吹き流しが設置され
ているのはそのためです。高度で空を飛ぶの
はスリリングで気持ち良いのですがやはり怖
かったのか、心臓を悪くしてしまいました。
心臓の手術もしました。手術の時は「まな板
の上の鯉」の心境も経験しました。断食にも
参加し、食の大切さを学び、旬の野菜を知ろ
うと野菜作りにも挑戦しました。幸いなこと
に周りは田舎ですから近所の方にお願いして
畑を借りることが出来ました。ジャガイモ、
大根、ニンジンから、阿蘇高菜など手当たり
次第に植えてみました。日頃、蝶々がいても

気にもかけませんでしたが、蝶々はキャベツ
の敵だと初めて知りました。毎日が蝶々の幼
虫との戦いで、スーパーに売ってある虫に食
われていない綺麗なキャベツが恨めしく思っ
たこともありました。面白かったのは落花生
です。落花生は枝から伸びたツルが地中に
入って実をつけるのです。地上で実をつける
と思っていたのでこれも新しい発見でした。
　そしてなにより、この間の熊本地震も大変
でしたが、私にとってはその前の２度の水害
も大変でした。２度目の時はさすがにどうな
ることかと途方に暮れましたが、人生成るよ
うになるものです。この時も皆さんに助けて
頂き、何とか再起することができました。こ
こでも皆さんに感謝です。「語らざれば憂い
なきに似たり」と言います。「人生、多少苦
しいことがあるのは仕方ないから黙って受け
入れろ」という意味もあるそうです。
　新型コロナウイルスをはじめこれからもい
ろいろな事が起こると思います。そのこと自
体は受け入れて自分なりに消化しながら残り
の人生を楽しめたらと思っています。次は菊
陽町の山口治利会員にお願いします。
～追記～
　今回この記事を投稿した後に熊本は集中豪
雨がありました。豪雨被害にあわれた方、浸
水された方には心よりお見舞い申し上げま
す。お風呂にもトイレにも満足に行けずこれ
からの生活の不安もあるかと思います。被災
者の皆さんが立ち直られますことを切に望み
ます。

リレー投稿
○44

　　　　私の思い出

阿蘇郡市　市原 誓志　

2度の水害で診療所は水浸し

ドローンで撮影した阿蘇の風景をバックにした診療所（後ろは大観峰）
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①今もっとも関心のあることを教えてください。 
②自分が希望する歯科診療とはどのようなものだとお考えですか。 
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください。 
④今後の抱負は何ですか。 

第１種会員第１種会員
山

（ヤマムロ　ツカサ）
室　　宰

熊本市中央区帯山3-36-8

山室歯科医院

①新型コロナウイルス収束（終息ではありま
せん）後の世の中はどうなるのでしょう？

②まず、患者さんとの信頼関係がベースにあ
ることです。

③患者さんと、時にはたわい無い会話もして
できるだけリラックスして頂いています。

④健康第一！

片
（カタオカ　ナナミ）

岡奈々美

熊本市北区楠2-1-48

かたおか歯科口腔クリニック

①新型コロナウイルスが歯科業界に与える影響
について

②歯だけではなく、口腔全体を管理することがで
きる歯科診療を行っていきたいと思います。

③女性としてのきめ細かさを持ちつつ、一般診療
や、口腔外科処置を行なえるところ。

④自分なりのペースで地域の方々に貢献してい
けたらと思っております。

木
（キムラ　マイ）

村　麻衣

熊本市西区春日5-2-2-1

医療法人熊本駅前矯正歯科
クリニック

第３種会員第３種会員
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会 務 報 告 自　令和２年５月23日
至　令和２年６月４日

所管 日付 摘要 出務者

総　　務

５月26日

第13回理事会
【承認事項】
 （１）諸団体からの委員等推薦依頼

【議　　題】
 （１）県歯科医師会共済互助入院給付金の支給（２）熊本民事調停協会会費納入
 （３）新型コロナウイルス感染症に関する会員支援策　ほか

【協議事項】
 （１）令和３年度地域医療介護総合確保基金に係る新規事業の提案
 （２）７月、８月、９月行事予定（３）今年度委員会事業の見直し　ほか

伊藤会長、牛島専務理事、宇治常務
理事、増田監事、水上監事【Web】
その他役員15人

27日 【Web】九州各県歯科医師会臨時事務局長連絡会 田原事務局長
28日 【Web】第16回日歯理事会 伊藤会長
29日 【Web】第130回都道府県会長会議 伊藤会長、牛島専務理事

６月２日

九州財務局長、肥後銀行頭取来館 伊藤会長

第23回常務理事会
 （１）新入会員の承認（２）新型コロナウイルス緊急アンケート
 （３）新型コロナウイルス感染に関するテレビ取材　ほか

伊藤会長、牛島専務理事、松本・宇
治常務理事

【Web】宮井・椿副会長、永松常務理
事

社会保険 ５月30日
【Web】
社会保険委員会（各診療所）
 （１）会員向け発行物（２）指導立会者、個別相談対応
 （３）各郡市社会保険担当者会議　ほか

椿副会長、舩津・野田理事、桐野委
員長他３委員

地域保健 ５月30日 県認知症対策事業打合せ　高齢者の生活不活発病等予防啓発事業のご提案 松本常務理事
６月２日 第１回健康・生きがいづくり支援事業推進委員会（熊本県総合福祉センター） 松本常務理事

学校歯科 ５月28日 【書面決議】
県学校保健会第１回総務委員会 伊藤会長

医療連携 ５月29日
【Web】
医療連携委員会
 （１）令和元年度がん医科歯科連携事業（２）令和元年度回復期医科歯科連携事業
 （３）玉名地域保健センター新規がん患者受け入れ中止　ほか

【Web】
宇治常務理事、三森理事他５委員

学　　院
５月25日 【Web】

第２回学院運営審議会（各診療所）
伊藤会長、牧学院長、宮井・椿副会長、
牛島専務理事、宇治常務理事、秋山・
弘中副学院長、正清教務部長

５月26日 第13回理事会 【Web】
牧学院長

　　　歯科医師会って　いいね！

　　　　　　　　その②　刊行物「ＩＮＯＶＡＴＩＯＮ
         安心安全な歯科医療を求めて」

　新しい医の倫理に基づく医師、患者の関係を十分に理解し診療を行うことで医療トラ
ブルは激減すると考えます。専門職としての医師の健康観を強調する前に患者個々の健
康観に耳を傾け、患者を支援する立場であるという基本姿勢を取ることが重要です。院
内でチーム医療を実践するためには、主役である患者のことをスタッフ全員が共有しな
ければなりません。その為にはあらゆる場面でのコミュニケーションや社会人としての
適切な対応や行動が求められます。今年から学院で歯科医療倫理を教える立場になり、
改めてこの書籍を通読しました。2009年に故冨屋栄祐先生をはじめ医療対策委員会の先
生方が中心となり医療苦情根絶のためにまとめられた令和の時代にも通ずる価値ある一
冊です。先生方がトラブルから自分を守るため、そして患者から信頼される歯科医師で
あるために必読の書です。是非ご一読をお勧めします。

（秋山 清）



公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　７月３日の豪雨により人吉・球磨地区は甚大な被害を受けました。７月11日
に旧多良木高校に伺いました。時間の経過とともに小さな避難所から多くの人
が受付の順番を待ち、人で溢れている状態でした。支援活動をされていた地
元の聞き取り調査を行い、各避難所で不足している物資を確認し、翌日は人
吉の避難拠点施設となっている人吉スポーツパレスに人吉・球磨の会員方と
集合し、各避難所のアセスメント聴取、支援物資のニーズ調査を実施しまし
た。各避難所を回る際に被災された先生方と話をしましたが、あまりの惨状に
かける言葉が見つからないほどでした。道が寸断されて調査に入れない避難
所もあり、雨の状況次第では避難所を移動しなければいけないところもありま
す。新型コロナウイルス感染症の問題もあります。今回の熊本豪雨災害に被
災された会員の皆様の一刻も早い復旧をお祈りいたします。　　　　（Ｍ．Ｎ）

表紙に寄せて

事業課からのご案内

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「3000万円」の
保障が無診査で加入OK

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元
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安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会
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